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都�
みやこ�

平
家
落
人
の
伝
説
地

都
は
平
家
落
人
の
伝
説
地
と
し

て
有
名
で
、
仁
淀
村
史
に
は
次
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
讃
岐
屋
島
、
壇
ノ
浦
に
敗
れ

た
平
清
盛
ら
平
家
一
族
は
安
徳
天

皇
に
供
奉
し
て
、
土
佐
の
山
中
に

入
り
、
文
治
二
（
一
一
八
六
）
年

に
都
の
行
在
所
に
到
着
、
都
の
西

森
氏
の
元
祖
、
山
城
金
子
城
主
中

山
重
則
は
安
徳
帝
の
侍
従
と
し
て

奉
仕
さ
れ
た
。
中
山
氏
は
山
内
と

改
め
、
山
内
一
豊
入
国
と
と
も
に
、

西
森
氏
と
改
め
て
現
在
に
至
っ
た

の
で
あ
る
」

仁淀総合支所から車で約２５
分、鳥形山の西北側の中腹、標
高７００から８００�の高地に
位置しています。
昭和３０年代には２５世帯あ
った集落ですが、３世帯６人
（６月３０日現在）にまで減少し
ています。

太
鼓
踊
り

別
名
「
都
踊
り
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
踊
り
は
安
徳
天

皇
の
御
霊
を
案
じ
、
奉
る
た
め
に
奉
納
す
る
踊
り
で
、
数
百
年
前
よ

り
絶
え
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
旧
暦
八
月
二
十
二
日

（
今
年
は
新
暦
十
月
十
三
日
）
に
御
陵
塚
（
安
徳
天
皇
御
陵
墓
）
で
奉

納
さ
れ
ま
す
。

古
く
か
ら
伝
わ
る
太
鼓
踊
り

御
陵
塚

白
王
八
幡
宮
の
神
祭

七
月
二
十
三
日
と
十
一
月
二
十

三
日

寂しくなった・・・
西岡登さん（８６歳）は「昔はキビが主
食、ミツマタで生計を立てよった。昭和３
０年ごろから、仕事を探して集落を出て行
く人が増えて、今は家も３軒だけになった。
でも、都踊りにはここから出て行った人が
帰ってきて踊ってくれるし、神祭にも人が
集まる。都のことを忘れずに帰ってきてく
れるのがうれしい」と話していました。 西岡　登さん

都集落

別
枝
口R33

至松山
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推
進
協
議
会
は
、
町
内
各
小
・

中
学
校
と
仁
淀
高
校
に
あ
る
「
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
推
進
委
員

会
」
の
代
表
者
や
地
域
で
活
動
す

る
団
体
の
代
表
者
、
有
識
者
、
地

域
の
教
育
機
関
代
表
者
ら
三
十
八

人
と
事
務
局
（
教
育
委
員
会
関
係

者
）
九
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。（
委
員
は
町
教
育
長
か

ら
委
嘱
ま
た
は
任
命
）

推
進
協
議
会
で
は
、
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
、
学
校
外
活

動
の
充
実
、
心
身
の
健
康
な
ど
の

教
育
課
題
、
子
ど
も
を
守
る
安
全

対
策
な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
協
議

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
事
業
を
円

滑
に
推
進
す
る
た
め
、
三
つ
の
専

門
部
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
連
携
を
図
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
に
取

り
組
む
た
め
、
仁
淀
川
町
地
域
教
育
推
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
六
月
三

十
日
、
中
央
公
民
館
で
初
会
合
が
開
か
れ
、
協
議
会
設
置
要
綱
の
確
認
や
、

役
員
選
出
、
本
年
度
の
計
画
な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

学校・家庭・地域が連携

※開かれた学校づくり推進委員会

学校、家庭、地域社会の三者が連携し、
地域ぐるみの教育を進めることで、心豊
かで生きる力を持った子どもたちを育成
することを目指すための委員会で、「土佐
の教育改革」の一環として県内各校に設
置することになっています。
町内の小・中学校と仁淀高校にそれぞ
れ設置されていますが、名野川小学校は
「名野川手をつなぐ会」、大崎小学校は
「あおばずくの会」、吾川中学校は「学校
づくり懇談会」、その他の学校については
「開かれた学校づくり推進委員会」という
名称を用いています。
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法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯
罪
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
、
毎
年

七
月
を
強
調
月
間
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

七
月
三
日
に
は
、
高
吾
保
護
区
保
護
司
会
員
ら
約
五
十
人
が
、

高
吾
三
町
を
パ
レ
ー
ド
す
る
と
と
も
に
、
法
務
大
臣
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
達
す
る
た
め
、
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
で
は
、
片
岡
和
政
高
吾
保
護
区
保
護
司
会
長
が
「
犯

罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
も
、
ま
た
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
が

戻
っ
て
く
る
場
も
地
域
社
会
で
す
。
本
運
動
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
地
域
の
き
ず
な
を
取
り
戻
す
一
つ
の
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
な
ど
の
内
容
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
取
っ
た
藤
ì
富
士

登
町
長
か
ら
は
、
こ

の
運
動
の
重
要
性
と

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
労
を
ね
ぎ
ら
う
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

初会合の様子

地
域
教
育
推
進
協
議
会
が
発
足

地
域
教
育
推
進
協
議
会
が
発
足

法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達

第56回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

役
　
　
員

専
　
門
　
部
　
会

会　長　竹村　雄幸
（池川幼稚園・小学校開かれた学校づくり推進委員会会長）
副会長　野々宮輝雄（仁淀地区住民代表）

藤野　孝好（名野川手をつなぐ会会長）
「子どもの学力を考える部会」会長
大野　　耕（仁淀中学校開かれた学校づくり推進委員会会長）
「生活や体験活動を考える部会」会長
藤野　孝好（名野川手をつなぐ会会長）
「子育てを考える部会」会長
前岡三重子（仁淀川町地域子育て支援センター長）
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早い通報～早い応急手当～早い救急処

置～早い医療処置

６月２２日、恒例の安全教室「救急

法認定講習会」を体育館で行い、全校

生徒・教職員が真剣に取り組みました。

高吾北消防署員９人の方が、救命手

当の基礎実技「心肺蘇生法の手順」を

指導してくれました。全校生徒・教職

員を九班に分け、それぞれの班に指導者がつき実

技の方法や注意点を細かく指導してくれ、その後

一斉に、一人一人が３分間の時間制限で実技のテ

ストを受け、全員が手順どおりの実技を行うこと

ができました。

テスト終了後の全体指導の中で、救急隊員や医

師が来るまでの救命手当ての大切さをあらためて

話してくれるとともに、ＡＥＤ（自動体外式除細

動器）についての説明、食物などの異物が口など

救
命
の
連
鎖

吾
川
中
学
校

今
年
の
三
月
、
三
年
生
六
人
が

卒
園
し
、
学
園
生
は
二
年
生
が
一

人
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

十
一
人
の
入
園
希
望
者
が
あ
り
、

四
月
か
ら
は
十
二
人
の
学
園
生
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

関
東
、
東
海
、
関
西
、
中
国
地

方
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
四
国
外
か

ら
の
希
望
者
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
学
園
は
十
八
年
度
に
向
け
、

新
し
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し

ま
し
た
。
一
月
の
ア
ク
セ
ス
は
一

日
平
均
十
件
ほ
ど
で
し
た
が
、
六

月
に
な
る
と
三
十
件
と
増
え
、
多

い
日
は
六
十
件
に
も
な
り
ま
し

た
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
学
園
に
と

っ
て
、
ま
た
保
護
者
や
本
人
に
と

っ
て
も
非
常
に
あ
り
が
た
い
手
段

で
す
。
先
日
、
山
陰
か
ら
中
学
校

の
校
長
先
生
が
来
園
さ
れ
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
園
を

知
り
、
紹
介
を
し
た
生
徒
の
様
子

を
見
る
た
め
で
す
。
三
時
間
ほ
ど

の
滞
在
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

の
明
る
い
表
情
に
安
心
さ
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

地
域
の
方
と
の
交
流
や
体
験
活

動
な
ど
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
の
立
場
を
理
解
し
な
が
ら
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
能
力
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
三

年
生
（
十
三
人
）
が
六
月
三
十
日

に
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
一

環
と
し
て
、「
木
と
人
・
交
流
館

木
ど
り
家
」
を
運
営
し
、「
土
佐

の
料
理
伝
承
人
」
に

認
定
さ
れ
て
い
る
女

性
グ
ル
ー
プ
「
池
川

遊
遊
会
」
の
メ
ン
バ

ー
四
人
を
講
師
に
迎

え
、
郷
土
料
理
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
タ

ケ
ノ
コ
や
シ
イ
タ
ケ

を
の
せ
た
「
田
舎
山
菜
寿
司
」

「
こ
ん
に
ゃ
く
の
白
あ
え
」「
イ
タ

ド
リ
の
い
た
め
物
」、
サ
ツ
マ
イ

モ
の
粉
で
作
る
「
ほ
し
か
も
ち
」

の
四
品
を
作
り
ま
し
た
。

四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
師
か
ら
指
導

を
受
け
な
が
ら
食
材
を
切
っ
た

り
、
蒸
し
器
で
蒸
し
た
り
、
フ
ラ

イ
パ
ン
で
い
た
め
た
り
…
と
調
理

を
し
ま
し
た
。

一
時
間
ほ
ど
で
出
来
上
が
り
、

み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。
と
て
も

お
い
し
く
て
十
分
ほ
ど
で
食
べ
つ

く
し
ま
し
た
。
地
域
の
食
材
を
使

い
、
普
段
食
べ
る
こ
と
の
少
な
い

素
材
の
持
つ
味
を
生
か
し
た
昔
な

が
ら
の
料
理
に
、
生
徒
た
ち
も

「
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
ね
」
な

ど
と
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
を
通
し
て
池
川
を

見
詰
め
直
し
、
自
分
た
ち
に
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

に詰まった場合の処置、小児・乳児に行う心肺蘇

生法、止血の大切さなどを話してくれました。

最後に「普通救命講習修了証」を一人一人に交

付してもらい、終了しました。高吾北消防署の皆

さんに感謝するとともに、学校として救命に対す

る心構えを持ち続けて行きたいと思います。

真剣に取り組んだ講習会

池川中学校
郷土料理に挑戦！

指
導
を
受
け
な
が
ら
調
理

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

お
か
げ
で
す

池
川
自
然
学
園

えみ�
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子
ど
も
た
ち
に
学
園
を
案
内
し

て
も
ら
っ
て
い
る
自
分
が
「
テ
レ

ビ
の
主
人
公
の
よ
う
だ
」
と
笑
顔

で
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
校
長
先
生
の
地
元
に
は
、
自
然

学
園
の
よ
う
な
宿
泊
を
伴
う
施
設

が
な
く
「
校
長
会
な
ど
機
会
が
あ

れ
ば
『
自
然
学
園
』
の
紹
介
を
し

て
い
る
」
と
、
あ
り
が
た
い
話
も

お
聞
き
し
ま
し
た
。
紹
介
を
い
た

だ
い
た
生
徒
は
二
学
期
か
ら
復
学

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
六
月
二
十
四
日
か
ら

二
十
六
日
に
大
洲
青
少
年
交
流
の

家
に
宿
泊
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
カ
ヌ
ー
は
中
止

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
か

わ
り
に
博
物
館
に
行
き
ま
し
た
。

博
物
館
に
は
私
た
ち
の
他
に
も
大

き
な
団
体
が
い
く
つ
か
来
て
い
ま

し
た
。
夜
は
武
道
館
で
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
を
教
わ
り
ま
し

た
。
音
楽
に
合
わ
せ

て
体
を
動
か
す
の
は

思
っ
た
以
上
に
難
し

か
っ
た
で
す
。

二
日
目
に
は
、
武

道
館
で
ド
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
班
対
抗
や
男
女

対
抗
で
行
い
ま
し

た
。
こ
わ
か
っ
た
け

ど
、
み
ん
な
楽
し
そ

う
で
し
た
。
お
昼
か

ら
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。
私
は
三
�
も
登
れ

な
か
っ
た
け
ど
、
八
�
を
す
い
す

い
登
っ
て
い
く
人
が
何
人
も
い
て

驚
き
ま
し
た
。
次
に
折
り
紙
建
築

を
行
い
ま
し
た
。
か
な
り
細
か
い

作
業
で
し
た
が
面
白
か
っ
た
で

す
。
そ
の
日
の
夕
食
は
テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
で
し
た
。
座
り
方
か
ら
食

べ
方
ま
で
正
式
に
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
と
っ
て
も
お
い
し
か

っ
た
で
す
。

三
日
目
は
青
少
年
交
流
の
家
を

出
て
か
ら
内
子
散
策
を
行
い
ま
し

た
。
古
く
か
ら
の
文
化
が
そ
の
ま

ま
残
さ
れ
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
三
日
間
で
友
達
関
係
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
と

学
べ
ま
し
た
。
と
て
も
良
い
宿
泊

研
修
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今年から生徒会が中心となって、広

報活動として月一回の予定で生徒会新

聞を発行しています。 生徒・学校・

家庭・地域のつながりを通して、友達

と仲間同士のつながりを大切にしよう

という気持ちをこめて「Ｔｒｉａｎｇ

ｌｅ（トライアングル）」と名づけまし

た。Ａ４版の裏表にカラー印刷し、写

真も多く取り入れています。

生徒会の二人が担当し、楽しく、できるだけ見

やすいレイアウトを考えようと、パソコンと向き

合って作っています。

入学式、クラブ紹介、県体育大会、生徒会役員

選挙、遠足など日ごろの学校生活の様子を取材し、

記録に残すというまさに新聞記者になりきった活

躍をしています。今後は、地域の方々の声もお聞

きしたいと考えています。学校新聞と異なり、生

徒の目線での記事内容は、教職員、保護者からも

絶賛の声が上がっており、これからの発行も大い

に楽しみです。担当している２人のメッセージを

お伝えします。
西森未咲（３年）「学校行事に合わせて発行しま
すので、楽しみにし

てください。写真撮

影、取材依頼にはご

協力をお願いします」
橋本知佳（２年）「生
徒会新聞の名称トラ

イアングルのように、

これからもみんなに

楽しんでもらえる新

聞作りをしていきた

いと思います」

仁淀中学校
〈宿泊研修〉1年　大野　柚依

班
に
分
か
れ
て
ゲ
ー
ム

生
徒
会
新
聞
発
行

仁
淀
高
校

好評の生徒会新聞

校
長
先
生
と
一
緒
に

ほほ
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